
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院に対するご意見ご希望、また「ふれあい」へのご意見をお聞かせ下さい。（備え付けの意見箱をご利用下さい。） 

新河端病院 理念 

 信頼と安心の医療 
１．患者様に感動をしていただける医療を実践します。 

１．患者様に選んでいただける病院づくりを実践します。 

「 患者さまの権利 」 
患者さまには次のような権利があります。 

私たちはその権利を尊重するような医療を行います。 

・医療を受ける権利 

・知る権利 

・自分で決定する権利 
・プライバシーを守られる権利 

医療法人 医修会 新河端病院 

｢消化管センター｣では、内科がリニューアルした最
新の内視鏡設備を用いて日本消化器内視鏡学会
専門医のスタッフによる、主に食道癌・胃癌・大腸癌
の 期 と 術など内視鏡的 によ
る 期 を積極的に っております。また外科が、
小さい創から腹腔鏡(ｶﾒﾗ)や手術器具を用いた侵襲
の少ない手術である腹腔鏡下手術を、経験豊かな
日本消化器外科学会専門医スタッフにて、主として
胃癌・大腸癌に対して っており、 侵襲 での

期 会 に努めています。当院ではこれ以外に
も、胆嚢(たんのう)・すい臓・虫垂・ヘルニアなどの病
気に対しても、腹腔鏡下手術による最新の を積
極的に っております。2010 の外科の手術件数
は約 370 、内科での内視鏡検査件数は上部消
化管で約1670 ・下部消化管で約670 、内視
鏡的 件数は約 140 と増加しています。 
 

整形外科 域では整形外科学会専門医スタッフ
による、外傷を中心とした救急対応と積極的な手術
による日 活 の 期 や機 の急性期
の に加えて、 関節・ 関節疾患などの 性的
な関節疾患に対しての手術も積極的に導入して病
状改善や QOL の向上に努めております。手術件数
も増加し 2010 は約 550 を数えます。 
 

内科 域では、 に循環器・ 器・ 病・
内科の急性・ 性疾患の専門的な を中心に 

                                  （ 面 ） 

☆☆☆☆    2011  新 のご挨拶 ☆ 
新 けましておめでとうご います。 

皆様におかれましては、佳い新春を迎え 
られたことをお喜び申し上げます。 

 
新河端病院は本 も 

勼 と勣心の医 の実 をしてまいります。 
 

当院におきましては病院の将来像を検討し、専門
性を高めた ある病院 くりと医 勧の整備にこ
の３ 努めてまいりました。この 、消化器外科・消化
器内科・整形外科・循環器内科の各専門医の新たな
スタッフの充足や、病棟再編による専門病棟の設置を

い、各科の最新で高 な医 の提供のための設
備・機器の準備、病室のリニューアル、画像デジタルシ
ステムの導入などハード面の充実も図ってきました。ま
た、医師・看護部・技術部・事務部など様々な職種の
スタッフが連携を取り合って一丸となって にあたる
患者様中心の｢ ーム医 ｣の 進や、各部 での

検討会・学術講演・ 勖会・学会 勖や、地
域との懇話会や講演会なども積極的に実施してきまし
た。 
 

消化器 域では 2010 4 月にかねてから準備を進
めてきた｢消化管センター｣を開設しました。これにより
消化器内科・外科の垣根なく消化管疾患の患者様
の診 から を一貫して うことができ、質の高い医

のより迅速な提供が となりました。 
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地域の皆様のニーズ対して積極的に対応しておりま
す。 
 

本 も当院は、専門 の｢消化管疾患｣と｢整形
外科疾患｣、｢内科疾患｣の患者様に対して、医師・
看護師・ 師・ 技師・ 師・ 学
士・検査技師・ケアーワーカー・クラーク・地域連携室・
医事部・事務部など様々な職種のスタッフ一人一人
が、連携をより深めて、迅速かつ的確・丁寧で一貫し
た、さらに質の高い患者様中心の｢ ーム医 の実 ｣
を います。 

また定期的や必要 の各部 の会 や 検討
会・学術講演・勉強会の開催により、専門性と連携を
高めて医 ルを向上さ ます。 

 
健診部門においては、健康管 と疾病の 期 ・

期 に な として定 して 々増加して
おります。一方で、再検査や精査の必要な病気の予
備 の方や、ご加 が必要な方の増加も ちま
す。 のような皆様に対して当院での 健診や
の面にも を入れてゆき、これまで以上に丁寧な対応
を います。また、健診対 者に対する講演も実施し
たいと考えております。 

さらに地域医 機関 の な連 や 検討
会の定期開催など、地域活動に責任を持ち、医院・
診 勰の 方とともに しあって、 地域の患
者様一人一人を診てゆくことができればと思っておりま
す。 

また地域の皆様には、当院の医 の勶 や方向性
を 勼し、 れあい講演などの も積極的に いま
す。 
 

以上の方針により、｢患者様に感動していただける
医 ・患者様に んでいただける病院つくりを実
し｣、地域に した質の高い｢勼 と勣心の医 ｣を
提供してまいります。 
 

どう 本 も、新河端病院をよ しくお願いいたします。 
最後になりますが、皆様のご健康とご多幸を心より願
い、新春のご挨拶を申し上げます。 
 

2011  新春 
 

医 人 医修会 新河端病院 
院  寺本 睦 
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